
 

   

行
っ
て
お
り
ま
す
。
解
除
に
つ

い
て
は
、
町
の
実
情
に
応
じ
た

「
復
旧
計
画
」
の
策
定
が
条
件

中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

は
、
住
民
の
生
活
圏
に
あ
る
家

屋
の
周
囲
や
道
路
の
側
溝
の
土
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第
一
原
発
の
状
況
が
著
し
く
改

善
し
た
と
判
断
し
、
緊
急
時
避

難
準
備
区
域
の
解
除
の
検
討
を

【
第
１ 

除
染
の
目
的
】 

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
空
気

な
く
し
て
い
く
活
動
（
以
下
「
除

染
」
と
い
う
。）
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 
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な
い
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。 

９
月
９
日
現
在
、
政
府
の
原

子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
福
島

除
染
の
目
的
と
目
標
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
方
を
お
示
し
致
し
ま

す
。 

子
力
発
電
所
事
故
発
生
前
の
生

活
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
で
放
射
性
物
質
を
少

支所 
いわき市常磐上

害対策本部・

－１３３１ 

種証明書・保

－１３３０ 

） ☎０２４

団 ☎０２４

※役場からの

の際に記載い

先の変更を希

当へご連絡を

ラジオ情報 毎
   

う
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
子
ど
も
や
妊
婦
、
介

護
を
必
要
と
す
る
方
は
、
立
ち
入
ら

関
す
る
緊
急
実
施
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
町
の
除
染
計
画
を

策
定
中
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

 

こ
の
計
画
は
、
町
民
の
放
射

性
物
質
か
ら
の
影
響
に
対
す
る

不
安
を
解
消
し
、
福
島
第
一
原
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いただいた『

希望する場合

をお願いしま
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※
町
内
へ
入
る
方
は
原
発
の
状
況
が

悪
化
し
た
場
合
に
は
屋
内
退
避
や
避

難
な
ど
の
措
置
を
迅
速
に
取
れ
る
よ

 

町
内
の
放
射
性
物
質
の
除
染

に
関
し
て
は
、
国
の
原
子
力
災

害
対
策
本
部
か
ら
の
「
除
染
に

物
質
か
ら
の
影
響
に
対
す
る
不

安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
し
て

い
る
。 

釜ノ前５番地

二次避難・三

育委員会 他）

２１１１ 

６７５１ 

や証明書関係

『避難先』へ

合や避難先変

ます。 

Mいわき76.2MH

   

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
町
内
へ
の

立
ち
入
り
は
可
能
で
す
が
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

さ
れ
、
多
く
の
町
民
が
町
外
の

避
難
所
等
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
放
射
性

地 

三次避難 他

 

について、義

へ送付していま

変更の際は、災

HZ「広野町情報

   

ま
す
。
４
月
22
日
、
政
府
に
よ

り
広
野
町
全
域
が
緊
急
時
避
難

準
備
区
域
※
に
指
定
さ
れ
ま
し

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
復
旧
計
画
の
策

定
を
慎
重
に
進
め
て
お
り
ま
す
。 

い
る
。

 

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に
設
定

他） 

義援金申請

ます。送付

災害補償担

FMいわき発」 

平
成
23
年
９
月
９
日
発
行
（
全
５
ペ
ー
ジ
） 

広
野
町
役
場 

 

第
一
原
発
が
安
定
し
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
町
民
に

対
し
自
主
避
難
を
要
請
し
て
い

2

ン
フ
ラ
復
旧
、
学
校
や
医
療
機

関
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
帰
宅
ス
ケ

局
地
的
に
周
囲
よ
り
高
い
線
量

が
測
定
さ
れ
る
箇
所
も
あ
り
、

地
域
の
住
民
の
不
安
を
招
い
て

号

  

 

 

広
野
町
の
方
針
と
し
て
福
島

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

は
、
町
内
の
徹
底
的
で
継
続
的

な
除
染
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ

砂
、
日
常
の
清
掃
で
集
め
ら
れ

た
枝
葉
、
落
ち
葉
等
か
ら
も
検

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、

号外９ 

町

掃



 

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
デ
ー
タ
の

蓄
積
を
通
じ
て
精
査
を
重
ね
、

必
要
に
応
じ
て
目
標
を
見
直
す
。 

お
い
て
、
９
月
12
日
（
月
）
よ

り
開
設
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
受
付

時
間
や
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
詳

生
徒
の
皆
さ
ん
の
安
心
を
得
る

こ
と
や
、
広
野
町
で
の
学
校
再

開
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ

借
り
す
る
形
で
再
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

 

中
学
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持

的
に
実
施
す
る
た
め
、
限
ら
れ

た
情
報
に
基
づ
き
決
定
し
た
暫

定
目
標
で
あ
り
、
今
後
、
詳
細

償
の
請
求
受
付
窓
口
が
、
広
野
町

役
場
（
広
野
町
）
と
広
野
町
役
場

湯
本
支
所
（
い
わ
き
市
湯
本
）
に

広
野
町
内
で
の
学
校
再
開
の

目
途
が
立
た
な
い
な
か
、
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
児
童

も
、
10
月
１
日
（
１０
月
３
日
か

ら
授
業
開
始
）
か
ら
い
わ
き
市
立

湯
本
第
二
中
学
校
の
一
部
を
お

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

下
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
す
（
注
２
）
。 

（
３
）
目
標
は
、
除
染
を
緊
急

開
始
の
お
知
ら
せ
】 

原
子
力
事
故
に
よ
る
損
害
に

対
す
る
個
人
の
方
々
へ
の
本
補

 

野
小
学
校
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
広
野
中
学
校
に
つ
い
て

 

※
湯
本
第
二
中
学
校
内
に
広

野
中
学
校
の
専
用
電
話
番
号
が

出
来
次
第
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

小
学
校
、
中
学
校
）
に
お
い
て

は
、
早
期
に
追
加
被
ば
く
線
量

を
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

【
東
京
電
力
に
よ
る
原
子
力
損

害
へ
の
本
補
償
に
向
け
た
受
付

申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

校
へ
通
学
を
希
望
す
る
児
童
を

随
時
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
広

〒970-8034
 

福
島
県
い
わ
き

市
平
上
荒
川
字
長
尾
３
０ 

☎
０
２
４
６
‐
46
‐
０
７
４
５ 

 

2 

取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

子
ど
も
が
多
く
利
用
す
る
施
設

（
幼
稚
園
、
保
育
所
、
児
童
館
、

時
点
で
皆
様
に
お
示
し
致
し
ま

す
。 

四
倉
地
区
仮
設
住
宅
の
申
込

期
限
は
、
平
成
23
年
９
月
16
日

（
金
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
だ

 

２
学
期
か
ら
は
65
名
の
児
童

が
広
野
小
学
校
へ
通
学
す
る
こ

と
と
な
り
、
今
後
も
広
野
小
学

☎
０
２
４
６
‐
38
‐
６
０
７
４ 

 

◆
広
野
中
学
校
（
福
島
高
専
図
書

館
棟
内
） 

（
２
）
特
に
、
放
射
線
の
影
響

が
成
人
よ
り
大
き
い
子
ど
も
が
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を

除
染
の
実
施
に
関
す
る
詳
細

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

町
の
除
染
計
画
が
策
定
さ
れ
た

戸
の
建
設
を
開
始
し
ま
し
た
。

１０
月
上
旬
ご
ろ
入
居
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

わ
き
市
立
中
央
台
南
小
学
校
の

一
部
を
お
借
り
す
る
形
で
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

央
台
南
小
学
校
内
）

〒970-8043
 

福
島
県
い
わ
き

市
中
央
台
鹿
島
２
丁
目
１
‐
１ 

を
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
す
（
注
２
）
。 

を
も
と
に
目
標
値
を
算
出
す
る
と
０
．

２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
と
な

る
。 

い
わ
き
市
四
倉
地
区
（
住
友

セ
メ
ン
ト
跡
地
、
四
倉
工
業
団

地
内
）
に
応
急
仮
設
住
宅
約
300

わ
き
市
へ
協
力
の
依
頼
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
広
野
小
学
校
が

２
学
期
（
８
月
25
日
）
か
ら
い

【
広
野
小
学
校
・
広
野
中
学
校
の

連
絡
先
】 

◆
広
野
小
学
校
（
い
わ
き
市
立
中

追
加
被
ば
く
線
量
（
注
１
）

を
当

面
、
半
減
さ
せ
る
努
力
を
し
、

最
終
的
に
は
追
加
被
ば
く
線
量

い
た
被
ば
く
線
量
を
指
す
。

（
注
２
）
世
界
の
年
間
平
均
外
部
線
量

（
０
．
７
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
わ
き
市
立
学
校
の
一
部
を
利

用
し
た
広
野
小
・
中
学
校
の
再

開
に
向
け
て
、
７
月
４
日
に
い

へ
の
就
学
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
お
送
り
し
て
お
り
ま

す
。 

【
第
２ 

除
染
の
目
標
】 

（
１
）
ま
ず
は
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
後
に
受
け
た

 

（
注
１
）「
追
加
被
ば
く
線
量
」
と
は
、

自
然
被
ば
く
及
び
医
療
被
ば
く
を
除

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
し
ま

し
た
「
原
子
力
損
害
へ
の
本
補
償

に
向
け
た
受
付
開
始
に
つ
い
て
」

と
し
て
、
広
野
町
の
児
童
生
徒

の
半
数
以
上
が
い
わ
き
市
内
の

学
校
へ
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ち
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
既

に
広
野
中
学
校
の
再
開
に
関
す

る
お
知
ら
せ
及
び
広
野
中
学
校

町



 

合 

250
万
円 

◆
支
給
対
象
者 

広
野
町
に
住
所
を
有
し
災
害
に

利
関
係
を
調
査
す
る
た
め
時
間

を
要
し
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

◆
そ
の
他 

①
通
学
に
利
用
す
る
場
合
、
通

学
先
の
学
校
規
則
に
従
っ
て

重
減
少
・
微
熱
な
ど
の
症
状
し

か
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

日
頃
か
ら
健
康
状
態
に
注
意
し

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

・
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
た
場

合 

500
万
円 

・
そ
の
他
の
方
が
死
亡
し
た
場

害
弔
慰
金
支
給
審
査
委
員
会
」

に
お
い
て
支
給
・
不
支
給
を
審

議
し
、
そ
の
後
に
ご
遺
族
の
権

◆
申
込
先 

 

広
野
町
災
害
対

策
本
部 

 

☎
０
２
４
６-

43-

１
３
３
１ 

が
あ
ら
わ
れ
に
く
い
の
が
、
高

齢
者
の
結
核
の
特
徴
で
す
。
食

欲
が
な
い
・
元
気
が
な
い
・
体

◆
対
象
者 

 
 

①
65
歳
以
上
の
方 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し
て
、

災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。 

◆
支
給
内
容 

 

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
注
意
事
項 

書
類
提
出
後
、
「
双
葉
地
方
災

あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
の
申
し

込
み
と
な
り
ま
す
。 

◆
貸
出
期
間 
３
年
間 

約
６
割
が
65
歳
以
上
の
方
で
す
。

（
平
成
22
年
：
153
人
（
61.9
％
） 

咳
・
タ
ン
な
ど
目
立
っ
た
症
状

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死
亡

支
所
ま
た
は
広
野
町
公
式
サ
イ

ト
か
ら
入
手
し
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
広
野
町
役
場
湯
本
支

中
学
生
・
高
校
生
ま
た
は
、
乗

用
車
を
所
有
し
て
い
な
い
町

民
。
な
お
、
中
高
生
の
利
用
に

福
島
県
内
で
は
、
平
成
22
年

に
247
人
の
方
が
新
た
に
結
核
を

発
症
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

保
健
班 

 

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 
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さ
い
。（
※
既
に
認
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

く
し
て
い
た
方) 

◆
申
込
方
法 

関
係
様
式
を
広
野
町
役
場
湯
本

き ◆
貸
出
台
数 

50
台 

◆
対
象 

広
野
町
民
の
う
ち
、

に
あ
わ
せ
て
、
結
核
へ
の
関
心

が
高
ま
る
よ
う
、
普
及
啓
発
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

務
所
（
保
健
所
）

☎
０
２
４
４
‐
26
‐
１
３
２
５ 

広
野
町
役
場
湯
本
支
所 

町
民

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
通
学
先
の
市
区
町
村
教
育

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

 
５ 

祖
父
母 

 
６ 
兄
弟
姉
妹(

死
亡
し
た

方
と
同
居
ま
た
は
生
計
を
同
じ

利
用
下
さ
い
。

◆
自
転
車 

26
イ
ン
チ
、
変
速

機
な
し
、
ラ
イ
ト
・
前
か
ご
付

 

福
島
県
で
は
結
核
予
防
週
間

生
後
３
～
６
か
月
に
、
必
ず
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

◆
連
絡
先 

相
双
保
健
福
祉
事

 

就
学
費
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
原
則
と

し
て
通
学
先
の
自
治
体
で
実
施

２ 

子 

 

３ 

父
母 

 

４ 

孫 

町
に
託
さ
れ
た
支
援
物
資
の

自
転
車
を
町
民
の
皆
様
へ
貸
し

出
し
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

り
を
原
則
と
し
ま
す
。 

④
申
込
が
台
数
に
達
し
次
第
、

受
付
は
終
了
し
ま
す
。 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
結
核
に
対
す
る
免

疫
を
つ
け
て
、
乳
児
の
重
症
化

を
防
ぐ
予
防
接
種
で
す
。 

っ
た
児
童
生
徒
が
い
る
世
帯
に

対
し
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な

ど
の
就
学
費
支
援
を
行
い
ま
す
。 

亡
し
た
方
が
生
計
を
維
持
し
て

い
た
遺
族
が
優
先
と
な
り
ま
す
。 

１ 

配
偶
者 

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０

し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

③
自
転
車
を
借
り
受
け
る
際

は
、
湯
本
支
所
ま
で
の
引
き
取

ま
し
ょ
う
！

生
後
６
か
月
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

広
野
町
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
23
年
４
月
以
降
、
広
野
小
・

中
学
校
へ
就
学
す
る
予
定
で
あ

よ
り
死
亡
し
た
方
の
ご
遺
族
で
、

支
給
の
範
囲
お
よ
び
順
位
は
次

の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
死

◆
連
絡
先

広
野
町
役
場
湯
本

支
所 

行
政
グ
ル
ー
プ(

福
祉

環
境)

 
 

く
だ
さ
い
。

②
事
故
等
に
お
け
る
広
野
町

の
損
害
賠
償
の
責
務
は
発
生

ま
し
ょ
う
。

65
歳
以
上
の
方
は
、
年
に
１
回

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け

町

町



 

③
受
診
の
際
は
保
険
証
及
び
健

康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

◆
そ
の
他 

 
 

く
だ
さ
い
。
な
お
、
乳
幼
児
健

康
診
査
の
種
類
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 
◆
対
象
者 

定
員
20
人
（
約
４

キ
ロ
歩
け
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。） 

◆
問
合
わ
せ
先 

☎
０
２
４
６-

25-

０
７
６
３ 

FM
い
わ
き
担
当 

中
川 

に
来
て
く
だ
さ
い
。 

②
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
日

程
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
広
野

町
役
場
湯
本
支
所
ま
で
ご
連
絡

票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
広
野

町
役
場
湯
本
支
所 
町
民
保
健

班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時 

平
成
23
年
10
月
15

日
（
土
） 

午
前
10
時
～
午
後
12

時
40
分
＊
雨
天
の
場
合
は
中
止 

◆
参
加
方
法 

先
着
順 

◆
場
所 

中
央
台
第
４
応
急
仮

設
住
宅
集
会
所
大
会
議
室 

 

◆
接
種
方
法 

 
 

①
事
前
に
問
診
票
を
広
野
町
役

場
ま
た
は
湯
本
支
所
ま
で
取
り

を
開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

お
手
数
で
す
が
避
難
先
の
各

市
区
町
村
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

検
診
の
受
診
を
希
望
し
た
方

へ
問
診
票
等
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
９
月
15
日
ま
で
に
問
診

紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
を

実
施
し
ま
す
。 

（
月
・
敬
老
の
日
） 

◆
時
間 

午
後
２
時
～
午
後
５

時
（
３
時
間
） 

る
方
は
事
前
に
広
野
町
役
場
湯

本
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
接
種
費
用 

無
料 

 

町
で
は
、
乳
幼
児
健
康
診
査

 

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催 

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

◆
日
時 

平
成
23
年
９
月
19
日

4 

４
１
３

ま
た
は
広
野
町
役
場
湯
本
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

②
県
外
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
開
庁
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

保
健
班

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 

階
（
商
工
会
南
双
葉
広
域
連
絡

協
議
会
い
わ
き
事
務
所
内
） 

０
２
４
６-

35-

０
３
３
１ 

 

FM
い
わ
き
（
株
式
会
社
い
わ

き
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
）

健康診査の
か月児健康
歳６か月児
歳児健康診

◆
実
施
医
療
機
関 

 
 

福
島
県
内
の
登
録
医
療
機
関 

①
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
け
る
証
明
書
等
の
発
行
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
土
曜
日
と
祝
日
に

認
く
だ
さ
い
。 

広
野
町
役
場
湯

本
支
所 

町
民

◆
連
絡
先 

広
野
町
商
工
会

い
わ
き
市
平
字
菱
川
町
１-

３
い

わ
き
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

設
住
宅
集
会
所
内
）
☎
０
９
０-

３
９
２
２-

９
５
４
５ 

の種類
康診査 ４
健康診査 １

診査 ３

27
日
ま
で
（
医
療
機
関
に
よ
り

休
診
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
） 

役
場
湯
本
支
所
を
毎
週
日
曜
日
に

限
り
閉
庁
日
と
し
、
日
直
の
み
の

対
応
と
し
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日

等
を
実
施
し
て

い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
確

に
商
工
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

に
、
事
務
局
に
お
越
し
下
さ
い
。 

【
広
野
み
か
ん
ク
ラ
ブ
事
務
局
】 

（
い
わ
き
市
高
久
第
四
応
急
仮

対象月
４か月
１歳６か月～
３歳

だ
さ
い
） 

◆
実
施
期
間 

 

平
成
23
年
10
月
１
日
～
12
月

7

 

平
成
23
年
９
月
よ
り
、
広
野
町

他
に
10
か
月
児

健
康
診
査
や
２

歳
児
健
康
診
査

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
下
記
に

て
換
金
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

換
金
手
続
き
の
際
に
は
、
事
前

◆
申
込
先

参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
参
加
費
を
添
え
て
、
平

成
23
年
10
月
10
日
（
月
）
ま
で

月齢

～２歳未満

能
に
障
害
を
有
す
る
方
（
②
の

対
象
に
な
る
方
は
事
前
に
広
野

町
役
場
湯
本
支
所
に
ご
連
絡
く

医
師
の
診
察
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
当
日
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
市
区
町
村
に

よ
っ
て
は
前
記

の
健
康
診
査
の

0

お
客
様
が
お
持
ち
の
平
成
22

年
９
月
12
日
以
降
発
行
の
商
品

券
で
、
利
用
有
効
期
限
が
切
れ

◆
参
加
費

弁
当
代
を
含
め
て
、

会
員
500
円
・
非
会
員
700
円 

◆
持
ち
物 

飲
み
物
・
タ
オ
ル 

町
村

2



 

   

   
 

 

   

し
ま
し
た
。
全
校
児
童
289
人
の

う
ち
65
人
が
通
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

  

●野菜、果

   ※測定に

     そのた

   ※単位：

　　 ウム１

   ※ヨウ素

H23.8.23

H23.8.23

H23.8.23

H23.8.23

H23.8.30

採取日時

H23.8.30

H23.8.30

     食品衛

H23.8.30

   

   

   

い
わ
き
市
の
中
央
台
南
小
学
校

の
一
部
を
お
借
り
し
て
始
業
式

を
実
施
し
、
学
校
生
活
を
再
開

登
下
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
同
級
生

と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔

樹の放射性物

については、機

ため作付面積

：１キロあた

１３４、セシ

素１３１につ

試料

 たまねぎ

 たまねぎ

 たまねぎ

 とうもろこ

 ばれいしょ

 にら

 ばれいしょ

衛生法の暫定基

 みょうが

   

   

   

 

【
５
カ
月
ぶ
り
の
学
校
再
開
】 

広
野
小
学
校
は
、
８
月
25
日
、 

児
童
が
市
内
に
点
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
を
運
行
し
、

物質検査結果

機械の台数に

、販売額が多

りのベクレル

ウム１３７の

いては、「根

の種類

こし

ょ

ょ

基準値は放射

   

   

   

   

   

（広野町）

にかぎりがある

多い方を優先さ

ル。　「－」は

の合算値）

根菜・芋類」の

-

-

-

-

-

-

ヨウ素-13

（Ｂｑ／㎏

-

射性ヨウ素２０

-

↑始業式の

同級生

5 

   

   

   

   

   

るため、測定

させていただ

は検出されず

の規制値が設

-

-

-

-

12

-

測定結

31 セシウム

㎏） （Ｂｑ／

15

21

０００ベクレ

様子 

生との再会に笑

   

   

   

   

   

定できるのは、

だきます。

ず。

設定されていな

7

（Ｂｑ

結果

ム-134 セシウ

／㎏）

2

2

レル、放射性セ

笑顔→ 

   

   

   

   

   

折木

折木

上浅

折木

上浅

下北

折木

折木

週に１度、数

ないため参考

-

-

-

7.4

-

14

ｑ／㎏）

ウム-137

24

27

セシウム５０

   

   

  
  

  

木（東下）

木（上原）

浅見川（小松）

木（亀ヶ崎）

浅見川（観音前

北迫（火ノ口）

木（東下）

木（舘）

数検体です。

。

検査実施：福

備考

０ベクレル（

 

   

  

 

 
  

）

前）

）

福島県

（セシ


